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論文審査結果の要旨 

 

日本人ﾍﾞｼﾞﾀﾘｱﾝﾀﾞｲｴｯﾄの栄養学的評価は極めて少ない。特に成人期及び成長期にある中

高生、成人期移行期にある大学生女子におけるﾍﾞｼﾞﾀﾘｱﾝﾀﾞｲｴｯﾄ摂取がエネルギー等栄養摂

取状況や体格・健康状態に如何なる特性を齎しているかを EBN の観点から検証した研究

は殆ど見当たらない。 

本論文において、日本人ﾍﾞｼﾞﾀﾘｱﾝﾀﾞｲｴｯﾄの栄養摂取状況は一般食に比較し、穀類・大豆・

野菜類の摂取量は有意に多く、肉・魚摂取量は有意に少ないことや、食物繊維、マグネシ

ウム、鉄摂取量は食事摂取基準を下回っていたものの一般食に比較し高値を示し、ﾍﾞｼﾞﾀﾘ

ｱﾝﾀﾞｲｴｯﾄを摂取する中高生の体格、大学生女子の骨密度を良好に維持し、成人男性におけ

る BMI・腹囲・γ-GTP・TG は基準値範囲内にあり、エネルギー摂取過剰による肥満のリ

スク人口は有意に低率であることが判明した。本論文の成果は、日本におけるﾍﾞｼﾞﾀﾘｱﾝﾀﾞ

ｲｴｯﾄが、まさにわが国の伝統的食習慣を基盤に構築された日本型食事の利点を想起させる

特性を明らかにし、肥満のリスク人口を低減できる可能性を実証し、わが国のメタボリッ

クシンドロームや糖尿病の著しい増加に対し、その発症リスク因子の低減に活用できる有

用な新しい知見として評価できる。しかし、いくつかの課題も残した。本研究は、限られ

た対象群、対象数での断面調査に基づく研究結果であり、汎用性には限界がある。食事摂

取に影響を及ぼす要因は多様であり、体格、健康状態、食環境といった交絡因子の影響を

考慮に入れ、その科学的根拠を明らかにすることが今後の課題である。また、中高生・大

学生女子・成人におけるﾍﾞｼﾞﾀﾘｱﾝﾀﾞｲｴｯﾄの栄養摂取量は提示されが、栄養供給量・食品構

成基準の提示、摂取期間の検証、栄養疫学の観点に立脚した引用文献の考察が望まれる。 

本論文は、調査対象者に対する倫理的配慮を遵守し、分析に用いられた統計的手法も正当



 - 2 - 

であり、かつ適正なものであって、研究者としての資質・能力を備えており、今後の研究成果

も期待できる。研究目的、研究仮説に対する妥当な結果は、博士論文に十分値するものと

審査員一同が判断した。 

 


